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一
　
序
　
論

　
肖
像
の
財
産
的
側
面
に
対
す
る
不
法
行
為
法
上
の
保
護
は
、
顧
客
吸
引
力
を
有
す
る
肖
像
の
無
断
利
用
行
為
の
う
ち
違
法
と
さ
れ
る
類

型
を
示
し
た
最
一
小
判
平
成
二
四
・
二
・
二
民
集
六
六
巻
二
号
八
九
頁
〔
ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
事
件
上
告
審
〕（
以
下
、
平
成
二
四
年
最
高
裁
判

決
と
表
記
す
る
）
に
よ
っ
て
、
判
例
法
上
確
立
し
た
。
こ
れ
は
、
肖
像
の
財
産
的
側
面
が
被
侵
害
利
益
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
局
面
で
あ
る
。

他
方
で
、
肖
像
の
財
産
的
側
面
が
取
引
対
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
局
面
が
あ
る
。
商
品
化
や
広
告
の
目
的
で
の
利
用
を
肖
像
本
人
が
他
者

に
許
諾
す
る
契
約
の
効（
1
）力や
、
そ
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
て
肖
像
の
利
用
を
許
諾
さ
れ
た
者
が
さ
ら
に
第
三
者
に
対
し
て
利
用
許
諾
又
は

肖
像
利
用
権
の
譲
渡
を
す
る
契
約
の
効（
2
）力が
問
題
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
の
局
面
に
つ
い
て
論
じ
た
最
高
裁
判
決
は
未

だ
な
い
。
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
「
譲
渡
可
能
性
論
」
の
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ（
3
）る。

　「
譲
渡
可
能
性
論
」
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
が
人
格
権
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
一
身
専
属
性
か
ら
「
譲
渡
」
さ

れ
え
な
い
と
い
う
帰
結
と
も
な
り
得
る
ゆ
え
に
生
じ
る
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
純
粋
な
財
産
的
権
利
と
解
し
、

一
身
専
属
性
を
否
定
し
移
転
可
能
性
を
認
め
る
見
解
も
あ
っ（
4
）た。
し
か
し
、
平
成
二
四
年
最
高
裁
判
決
は
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
「
人
格
権

に
由
来
す
る
」
権
利
と
し
て
承
認
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
同
権
利
の
法
的
性
質
論
と
し
て
の
人
格
権
説
に
立
つ
も
の
と
一
般
的
に
解
さ

れ
て
い（
5
）る。
こ
こ
で
、「
譲
渡
可
能
性
論
」
が
、
客
体
た
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
性
質
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、「
譲
渡
」
に

際
し
て
締
結
さ
れ
る
契
約
は
い
か
な
る
場
合
に
な
ぜ
有
効
か
を
問
う
議（
6
）論は

少
な
い
。
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状
か
ら
す
れ

ば
、
肖
像
の
商
業
的
利
用
に
つ
き
、
何
ら
か
の
契
約
を
承
認
す
る
こ
と
自
体
に
は
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
一
身
専
属
性
を

有
す
る
人
格
権
の
保
護
法
益
と
し
て
古
典
的
に
は
捉
え
ら
れ
て
き
た
肖
像
が
、
取
引
の
世
界
に
入
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
論
的
基
礎
づ
け

が
必
要
で
あ（
7
）る。

ま
た
、
有
効
な
契
約
と
無
効
と
さ
れ
る
契
約
の
線
引
き
に
つ
き
、
具
体
的
基
準
の
確
立
に
は
判
例
・
裁
判
例
の
集
積
を
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要
す
る
と
し
て
も
、
指
針
を
理
論
的
観
点
か
ら
導
く
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
人
格
権
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
契
約
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
理
論
的
構
造
と
限
界
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
一
方
で
、
取
引
客
体
た
り
う
る
た
め
の
「
適
格
」
の
問
題
と
し
て
、「
物
」
に
要
求
さ
れ
る
非
人
格
性
や
、
将
来
債
権
譲
渡
に
お
け
る

対
象
債
権
の
特
定
性
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ（
8
）る。
他
方
で
、
人
格
権
の
取
引
対
象
と
し
て
の
適
格
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら

か
と
は
い
え
な（
9
）い。

ま
た
、
個
々
の
法
律
行
為
の
有
効
性
は
、
目
的
の
確
定
性
、
可
能
性
、
適
法
性
、
社
会
的
妥
当
性
に
照
ら
し
て
判
断

さ
れ
）
₁₀
（
る
。
し
か
し
、
契
約
の
対
象
が
人
格
権
で
あ
る
こ
と
が
、
契
約
の
有
効
性
判
断
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
十

分
に
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
検
討
の
手
法
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
参
照
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
契
約
の
有
効
要
件
論
で
は
、
契
約
内
容
の

適
法
性
と
い
う
枠
組
に
お
い
て
、
肖
像
権
の
よ
う
な
人
格
権
も
適
法
と
さ
れ
る
契
約
の
対
象
に
含
ま
れ
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

契
約
の
対
象
が
人
格
権
で
あ
る
こ
と
と
契
約
の
有
効
性
判
断
の
関
係
に
つ
き
、
日
本
法
に
示
唆
を
与
え
う
る
。
ま
た
、
肖
像
権
論
と
い
う

各
論
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
肖
像
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
と
い
う
論
点
が
日
本
よ
り
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
に
は
破
毀
院
判
決
（Cass. 1

re Ch. civ.11 déc. 2008,　Ｊ．　Ｃ．　Ｐ． 2009. II. 10025, note G
régoire L

o
iseau. 

以
下
、
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決

と
表
記
す
る
）
に
よ
り
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル
の
肖
像
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決
は
、

肖
像
の
財
産
的
側
面
に
つ
き
、
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
と
別
個
の
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
狭
義
の
肖
像

権
と
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
二
権
利
を
擁
す
る
日
本
法
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
も
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
は
平
成
二
四
年
最
高

裁
判
決
に
よ
っ
て
「
人
格
権
に
由
来
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
人
格
権
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を

契
約
の
対
象
と
し
て
考
察
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
照
す
る
こ
と
は
、
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
検
討
の
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
は
い
か
な
る
理
論
的
基
礎
に
よ
っ
て
有
効

と
解
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
格
権
を
契
約
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
障
壁
と
し
て
想
定
さ
れ
る
、
資
産
理
論
及
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び
人
格
権
の
取
引
対
象
外
性
・
処
分
不
可
能
性
論
の
射
程
を
検
討
す
る
（
第
二
章
第
一
節
及
び
第
二
節
）。
そ
の
上
で
、
人
格
権
を
対
象
と

す
る
契
約
は
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
有
効
か
を
明
ら
か
に
す
る
（
第
二
章
第
三
節
）。
次
い
で
、
人
格
権
で
あ
る
肖
像
権
が
契
約

の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
肖
像
権
の
構
造
論
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
（
第
三
章
）。

　
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
対
象
は
、
肖
像
本
人
と
相
手
方
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
肖
像
の
利
用
許
諾
契
約
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な

契
約
に
よ
っ
て
肖
像
の
利
用
を
許
諾
さ
れ
た
者
が
、
さ
ら
に
第
三
者
に
対
し
て
利
用
許
諾
又
は
肖
像
利
用
権
の
譲
渡
を
す
る
契
約
に
つ
い

て
の
検
討
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

二
　
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性

　
本
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
は
な
ぜ
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、
い
か
な
る
契
約
が
有
効
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
な
ぜ
有
効
か
の
考
察
に
つ
き
、
不
動
産
・
動
産
の
売
買
や
売
掛
債
権
の
譲
渡
な
ど
の
財
産
的
権
利
の

移
転
を
目
的
と
す
る
契
約
と
比
べ
た
場
合
に
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
障
壁
が
想
定
さ
れ
る
か

を
検
討
す
る
（
第
一
節
及
び
第
二
節
）。
ま
た
、
い
か
な
る
契
約
が
有
効
か
に
つ
き
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
う
ち
適
法
と
さ
れ
る

類
型
の
契
約
で
あ
る
、
人
格
属
性
の
利
用
合
意
の
性
質
を
検
討
す
る
（
第
三
節
）。

㈠
　
非
財
産
的
権
利
の
取
引
対
象
性

―
資
産
理

）
₁₁
（論

と
の
関
係

　
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
と
、
財
産
的
権
利
を
対
象
と
す
る
契
約
に
は
、
有
効
性
を
左
右
す
る
理
論
上
の
相
違
が
あ
る
の
か
。
こ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
財
産
的
権
利
と
い
う
性
質
決
定
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
持
つ
意
味
を
確
認
す
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
あ
る
権
利
が
人
の
資
産
（patrim

oine

）
に
属
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
財
産
的
権
利
（droits patrim

oniaux

）
と
性
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質
決
定
さ
れ
る
。
資
産
に
属
さ
な
い
権
利
は
、
非
財
産
的
権
利
（droits extra-patrim
oniaux

）
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
財
産
的
権
利
の
対

概
念
は
非
財
産
的
権
利
で
あ
り
、
人
格
権
は
非
財
産
的
権
利
の
一
例
で
あ
）
₁₂
（

る
。
他
の
非
財
産
的
権
利
に
は
、
政
治
的
性
質
の
権
利
や
親
権

な
ど
が
あ
）
₁₃
（
る
。
こ
こ
で
、
あ
る
権
利
が
人
の
資
産
に
属
す
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
資
産
の
構
成
要
素
た
り
う
る
か
の
判
断
が
問
題
と
な
る
。

資
産
化
可
能
性
（patrim

onialité

）
の
有
無
と
も
言
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
上
、
資
産
と
い
う
概
念
は
「
法
的
な
包
括
体

（universalité de droit

）
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
る
、
一
人
の
人
の
財
産
の
集
合
（l

’ensem
ble des bie

）
₁₄
（ns

）」、「
一
人
の
人
に

帰
属
し
、
金
銭
的
価
値
を
備
え
る
権
利
及
び
債
）
₁₅
（
務
の
集
）
₁₆
（
合
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
る
。
人
の
資
産
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
債
権
者
の
引

き
当
て
と
な
る
責
任
財
産
に
入
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
責
任
財
産
と
し
て
の
意
味
合
い
か
ら
、
資
産
化
可
能
性
の
本
質
は
、

金
銭
評
価
可
能
性
で
あ
る
と
さ
れ
）
₁₇
（
る
。
こ
の
点
、
人
格
権
は
、
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
し
か
金
銭
に
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
資
産
に
属
さ
な
い
非
財
産
的
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
）
₁₈
（

る
。
そ
し
て
、「
完
全
な
資
産
化
可
能
性
（pleine 

patrim
onialité

）」
と
は
、
金
銭
評
価
可
能
性
・
譲
渡
性
（cessibilité

）・
移
転
可
能
性
（transm

issibilité

）
を
有
す
る
こ
と
だ
と
い
う
説
明

が
さ
れ
）
₁₉
（

る
。

　
他
方
で
、
金
銭
評
価
可
能
性
が
た
だ
ち
に
「
完
全
な
」
資
産
化
可
能
性
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
金
銭
評
価
が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
譲
渡
性
が
な
く
、
差
押
え
さ
れ
得
ず
、
ま
た
債
権
者
に
よ
っ
て
代
位
行
使
さ
れ
得
な
い
も
の

と
し
て
、
扶
養
請
求
権
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
₂₀
（
る
。
こ
の
点
は
、
資
産
化
可
能
性
、
す
な
わ
ち
財
産
的
権
利
と
非
財
産
的
権
利
の
区
別
に
お
け

る
「
段
階
的
様
相
（deg

）
₂₁
（rés

）」、「
相
対
）
₂₂
（

性
」
な
ど
と
評
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
産
に
属
す
る
か
否
か
の
境
界
線
は
明
瞭
で
な
く
、
肖
像
も
、
労
働
力
・
人
の
名
・
声
な
ど
と
共
に
そ
の
境
界
領
域
に
あ
る
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
名
・
肖
像
・
声
な
ど
の
人
格
属
性
（attributs

）
に
つ
き
、
譲
渡
は
否
定
さ
れ
る
も
の
の
、
人
格
属
性

の
利
用
に
つ
い
て
の
設
定
的
移
転
（concession

）
は
認
め
ら
れ
て
い
）
₂₃
（

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
、
財
産
的
権
利
と
い
う
性
質
決
定
を
導
く
も
の
で
あ
る
資
産
化
可
能
性
概
念
自
体
の
相
対
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。
他
方
で
、
資
産
可
能
性
の
問
題
と
、
法
律
行
為
の
対
象
た
り
得
る
か
と
い
う
問
題
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
見
解
も
あ
）
₂₄
（
る
。

㈡
　
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
適
法
性

　
次
に
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
は
、
対
象
の
性
質
を
理
由
と
し
て
有
効
性
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
検
討

す
る
。
契
約
の
対
象
を
規
律
す
る
民
法
典
の
条
文
は
、「
契
約
は
そ
の
条
項
に
よ
っ
て
も
目
的
（but

）
に
よ
っ
て
も
公
序
に
反
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
旨
を
定
め
る
一
一
六
二
条
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、
契
約
法
、
債
務
の
一
般
的
規
律
及
び
債
務
の
証
明
の
改
正
に
関
す
る

二
〇
一
六
年
二
月
一
〇
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
二
〇
一
六
―
一
三
一
号
に
よ
る
改
正
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
後
一
一
六
二
条
に
つ
い

て
の
概
説
書
の
記
述
で
は
、「
取
引
さ
れ
る
物
（les choses qui sont dans le com

m
erce

）
で
な
け
れ
ば
、
合
意
（conventions

）
の
対
象

（objet

）
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
る
改
正
前
一
一
二
八
条
が
参
照
さ
れ
て
い
）
₂₅
（

る
。
改
正
前
一
一
二
八
条
と
同
様
の
条
文
が
改

正
後
も
再
び
置
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
改
正
前
一
一
二
八
条
が
示
す
規
範
は
、
契
約
の
有
効
要
件
と
し
て
内
容
の
適
法
性
及

び
確
定
性
・
可
能
性
を
示
す
改
正
後
一
一
二
八
条
三
号
及
び
、
改
正
後
一
一
六
二
条
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
い
る
と
の
分
析
が
さ
れ
て

い
）
₂₆
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
の
検
討
は
、
改
正
後
で
は
一
一
六
二
条
の
、
改
正
前
で
は
一
一
二
八
条
の

解
釈
の
問
題
と
な
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
学
説
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
「
取
引
対
象
外
の
物
（chose hors le 

com
m

erce

）」
論
及
び
、
人
格
権
の
処
分
不
可
能
性
（indisponibilité

）
論
を
検
討
す
る
。

1　

人
格
権
の
取
引
対
象
外
性
（extra-com

m
ercialité

）
と
の
関
係

　「
取
引
対
象
外
の
物
」
及
び
「
取
引
対
象
外
性
」
概
念
の
定
義
は
論
者
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
も
の
の
、
法
律
用
語
辞
典
で
は
、「
取
引

対
象
外
の
物
」
と
は
「
私
人
間
で
の
契
約
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
物
」
と
さ
れ
）
₂₇
（

る
。
ま
た
、
同
概
念
に
つ
い
て
の
学
位
論
文
を

著
し
た
モ
ワ
ヌ
）
₂₈
（
は
、
改
正
前
一
一
二
八
条
に
顕
れ
る
取
引
対
象
外
性
と
は
「
特
に
契
約
的
手
段
に
お
け
る
、
流
通
（circuler

）
が
不
可
能



フランス法における取引対象としての肖像権

111

な
こ
と
」
だ
と
す
）
₂₉
（
る
。
モ
ワ
ヌ
は
「
流
通
」
に
つ
き
敷
衍
し
て
、
あ
る
主
体
の
資
産
か
ら
も
う
一
つ
の
主
体
の
資
産
へ
の
流
通
の
適
性
だ

と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
取
引
の
特
徴
は
、
移
転
さ
れ
る
財
産
が
主
体
と
い
か
な
る
結
び
つ
き
を
も
保
っ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
モ
ワ
ヌ
は
、
物
を
保
持
す
る
者
の
人
格
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
物
が
外
部
性
を
有
す
る
こ
と
が
、
物
の
原
則
的
で
通

常
な
状
態
で
あ
り
、
そ
の
状
態
が
「
取
引
対
象
性
（com

m
ercialité

）」
で
あ
る
と
す
）
₃₀
（
る
。
他
方
で
、
法
的
取
引
（com

m
erce juridique

）

と
は
全
て
の
法
律
行
為
（actes juridiques

）
で
あ
る
と
定
義
し
、
取
引
対
象
外
性
と
は
い
か
な
る
法
律
行
為
の
対
象
に
も
な
り
得
な
い
こ

と
だ
と
す
る
論
者
も
存
す
）
₃₁
（
る
。

　
取
引
対
象
外
の
物
の
例
と
し
て
、
概
説
書
で
は
、
公
物
・
人
体
・
民
事
顧
客
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
₃₂
（

る
。
そ
し
て
、
肖
像
権
も
、
人
に

密
接
に
結
び
つ
い
た
権
利
と
し
て
取
引
対
象
外
と
解
さ
れ
て
い
）
₃₃
（
る
。

　
し
か
し
、
肖
像
権
を
取
引
対
象
外
と
す
る
文
献
に
お
い
て
も
、
肖
像
権
を
対
象
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
契
約
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
一

定
の
契
約
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
ベ
ナ
バ
ン
は
、
肖
像
権
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
契
約
は
締
結
で
き
な
い

と
し
つ
つ
、
あ
る
写
真
の
公
表
に
個
別
的
な
許
可
を
与
え
る
こ
と
は
認
め
）
₃₄
（

る
。
ま
た
、
ロ
ワ
ゾ
ー
は
次
の
こ
と
を
説
く
。
取
引
対
象
外
性

は
相
対
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
当
該
法
律
行
為
が
そ
の
物
を
取
引
の
外
に
置
い
た
目
的
（but

）
に
反
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
物
が
法

律
行
為
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
）
₃₅
（

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
取
引
対
象
外
性
概
念
は
、
一
定
の
変
質
を
被
っ
て
お
り
、
同
概
念
は
、

単
純
譲
渡
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
縮
減
さ
れ
た
取
引
対
象
外
性
概
念
は
、
そ
の
物
が
一
定
の
形
式
に
お
い

て
流
通
す
る
こ
と
と
両
立
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
肖
像
権
や
名
の
権
利
な
ど
の
人
格
権
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
権
利

は
、
譲
渡
で
き
な
い
も
の
の
合
意
の
対
象
に
な
り
得
る
と
ロ
ワ
ゾ
ー
は
指
摘
す
）
₃₆
（

る
。

2　

人
格
権
の
処
分
不
可
能
性
（indisponibilité

）
と
の
関
係

　
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
の
も
う
一
つ
の
学
説
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
人
格
権
と
い
う
権
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利
の
処
分
不
可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。

　
議
論
の
出
発
点
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
人
格
権
論
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
ペ
ロ
ー
の
論
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
人
格
権

は
、
取
引
対
象
外
で
あ
る
ゆ
え
に
、
譲
渡
さ
れ
得
な
い
。
あ
る
い
は
、
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
合
意
に
な
じ
ま
な
い
。
あ
る
い
は
、
よ
り

広
く
言
え
ば
、
人
間
の
意
思
の
捕
捉
（atteintes

）
の
外
に
あ
る
」
と
宣
明
さ
れ
る
。
ペ
ロ
ー
は
続
け
て
、
こ
れ
は
理
論
で
あ
っ
て
、
実

務
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
大
い
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
旨
を
指
摘
す
）
₃₇
（

る
。
そ
の
例
と
し
て
、
顧
客
を
惹
き
つ
け
る
た
め
に
自
ら

の
名
を
工
場
の
商
標
の
中
に
入
れ
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
、
有
名
人
が
あ
る
製
品
の
広
告
に
役
立
て
る
た
め
に
自
ら
の
名
を
製
品
に
与

え
る
こ
）
₃₈
（

と
、
肖
像
画
の
モ
デ
ル
が
そ
の
画
の
公
表
を
許
可
す
る
こ
）
₃₉
（

と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
学
説
は
、
人
格
権
は
合
意
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
ペ
ロ
ー
に
よ
る
規
範
と
、
人
格
権
が
契
約
と
接
点
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

現
実
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
を
、
人
格
権
の
処
分
不
可
能
性
論
と
し
て
考
察
し
た
。
た
と
え
ば
、
ネ
ル
ソ
ン
は
、
非
財

産
的
権
利
に
つ
い
て
の
合
意
は
可
能
か
と
い
う
問
題
を
、
処
分
可
能
（disponible

）
か
否
か
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
言
い
換
え
な
が
ら
提

起
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
非
財
産
的
権
利
の
処
分
不
可
能
性
原
則
の
正
確
な
射
程
は
何
か
、
と
い
う
視
点
が
提
示
さ
れ
）
₄₀
（

る
。
そ
し
て
、
ネ

ル
ソ
ン
は
、
同
原
則
の
射
程
は
大
い
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
非
財
産
的
な
法
状
況
に
関
す
る
合
意
は
そ
れ
自
体
を
以
て
無
効
と
は
な
ら
ず
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
合
意
と
同
じ
根
拠
に
お
い
て
、
一
定
の
も
の
は
有
効
と
さ
れ
、
他
の
も
の
は
無
効
と
さ
れ
る
と
説
）
₄₁
（

く
。
こ
の
点
、
ア
ン
セ

ル
は
、
人
格
権
に
関
す
る
合
意
の
有
効
性
は
、
通
常
の
合
意
の
有
効
性
判
断
、
つ
ま
り
公
序
良
俗
違
反
の
判
断
と
変
わ
ら
な
い
と
す
）
₄₂
（
る
。

論
文
全
体
に
お
け
る
主
張
と
し
て
、
ア
ン
セ
ル
は
、
人
格
権
の
処
分
不
可
能
性
は
法
技
術
上
の
意
味
を
持
た
な
い
と
説
）
₄₃
（

く
。

　
処
分
不
可
能
性
と
い
う
規
範
の
射
程
範
囲
を
画
定
す
る
と
い
う
視
点
は
、
さ
ら
に
後
の
論
者
に
も
見
ら
れ
る
。
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
処
分
不

可
能
性
と
い
う
規
範
の
内
容
を
、
帰
属
主
体
が
譲
渡
や
放
棄
に
よ
っ
て
権
利
や
物
を
手
放
す
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
で
、
帰
属
主
体
の
自
由

を
制
限
す
る
こ
と
だ
と
解
す
）
₄₄
（

る
。
そ
の
上
で
、
名
の
権
利
の
議
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
次
の
こ
と
を
示
す
。
名
の
権
利
の
処
分
不
可
能

性
の
趣
旨
の
一
側
面
と
し
て
、
帰
属
主
体
の
人
格
の
尊
重
と
い
う
保
護
目
的
が
あ
）
₄₅
（
る
。
こ
の
要
請
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
は
、
処
分
不
可
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能
性
は
そ
の
趣
旨
を
失
）
₄₆
（
う
た
め
、
同
規
範
は
あ
ら
ゆ
る
法
律
行
為
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
す
る
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
）
₄₇
（
い
。
そ
の
上

で
、
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
当
該
権
利
の
主
体
へ
の
排
他
的
帰
属
を
覆
す
行
為
や
、
当
該
権
利
を
主
体
か
ら
全
面
的
に
切
断
す
る
行
為
を
、
人
格

の
尊
重
の
た
め
に
禁
じ
る
、
と
い
う
点
に
規
範
の
領
域
は
画
定
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
）
₄₈
（
る
。

　
ま
た
、
人
格
権
一
般
の
契
約
化
（contractualisaiton

）
に
つ
い
て
の
学
位
論
文
を
著
し
た
フ
ィ
リ
ポ
ン
も
、
人
格
権
・
人
格
属
性
は
他

の
物
・
他
の
権
利
と
同
様
に
契
約
の
対
象
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
格
権
・
人

格
属
性
に
及
ぶ
合
意
は
一
定
の
限
界
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
説
）
₄₉
（
く
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
名
・
肖
像
・
声
と
い
っ
た
人
格
属
性
を
契
約

の
直
接
の
対
象
と
す
る
合
意
は
、
適
法
で
な
い
合
意
と
適
法
な
合
意
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
。
適
法
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
は
、

人
格
権
及
び
人
格
属
性
を
帰
属
主
体
か
ら
永
続
的
に
剝
奪
す
る
こ
と
に
な
る
全
て
の
契
約
は
適
法
で
な
い
、
と
い
う
総
論
的
な
指
針
を
提

示
す
）
₅₀
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
人
格
権
の
取
引
対
象
外
性
及
び
処
分
不
可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
か
ら
は
、
契
約
の
対
象
が
人
格
権
で
あ
る
こ
と
そ
れ

自
体
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
が
う
か
が
え
る
。

㈢
　
適
法
と
さ
れ
る
契
約
の
法
的
性
質

　
前
節
で
扱
っ
た
議
論
か
ら
は
、
人
格
権
の
取
引
対
象
外
性
及
び
処
分
不
可
能
性
と
い
う
規
範
は
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
契

約
の
有
効
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
規
範
の
射
程
は
、
帰
属
主
体
か
ら
当

該
権
利
の
帰
属
を
全
面
的
・
永
続
的
に
奪
う
契
約
の
有
効
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
で
は
、
こ
の
総
論
的

な
指
針
の
下
で
、
ど
の
よ
う
な
契
約
が
有
効
性
を
否
定
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
契
約
が
有
効
と
認
め
ら
れ
る
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
フ
ィ
リ

ポ
ン
が
、
契
約
の
法
的
性
質
に
よ
っ
て
類
型
化
を
行
い
考
察
を
し
て
い
る
。
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1　

適
法
性
が
否
定
さ
れ
る
合
意

　
フ
ィ
リ
ポ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
契
約
が
不
適
法
と
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
ず
、
売
買
を
適
法
で
な
い
合
意
に
振
り
分
け
る
。
そ
の
際

に
、
次
の
よ
う
に
理
由
を
説
明
す
る
。
非
財
産
的
権
利
は
、
人
格
の
種
々
の
側
面
に
も
た
ら
さ
れ
る
侵
害
へ
の
制
裁
を
獲
得
す
る
こ
と
を
、

帰
属
主
体
に
の
み
可
能
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
的
機
能
の
み
を
有
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
前
提
に
お
い
て
は
、
非
財

産
的
権
利
の
売
買
と
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
人
格
の
保
護
権
の
移
転
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
格
権
や
人
格
属
性
の
売
買
と

い
う
も
の
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
の
例
と
し
て
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
に
参
加
し
た
者
が
、
そ
の
肖
像
及
び
私
生
活
の
記
録

の
拡
散
に
つ
き
、
無
条
件
か
つ
撤
回
不
可
能
な
許
可
を
す
る
こ
と
は
適
法
で
な
い
と
す
）
₅₁
（

る
。
フ
ィ
リ
ポ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
、
人
格
の
保

護
を
奪
う
ゆ
え
に
不
適
法
と
い
う
理
由
は
交
換
契
約
に
も
及
ぶ
と
す
）
₅₂
（
る
。
ま
た
、
有
償
か
無
償
か
に
か
か
わ
ら
ず
妥
当
す
る
理
由
で
あ
る

た
め
、
贈
与
に
も
及
ぶ
と
す
）
₅₃
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
格
権
や
人
格
属
性
の
交
換
契
約
及
び
贈
与
も
適
法
で
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
人
格
権

や
人
格
属
性
の
保
護
権
を
担
保
に
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
強
制
競
売
を
想
定
し
た
場
合
に
は
、
人
格
の
保
護
権
を
帰
属
主
体
か
ら
引

き
離
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
売
買
と
同
様
の
理
由
が
あ
て
は
ま
る
た
め
、
適
法
で
な
い
と
す
）
₅₄
（

る
。
ま
た
、
人
格
権
の
撤
回
不
可
能
な
放
棄

（renonciation

）
に
つ
い
て
も
、
売
買
な
ど
の
移
転
的
合
意
と
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
適
法
で
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
格
権
の
撤
回

不
可
能
な
放
棄
は
、
人
格
を
保
護
す
る
能
力
を
個
人
に
残
す
と
い
う
要
請
に
反
す
る
た
め
、
適
法
で
な
い
と
す
）
₅₅
（

る
。

2　

人
格
属
性
の
利
用
合
意
の
法
的
性
質

　
翻
っ
て
、
人
格
属
性
や
人
格
の
非
財
産
的
権
利
を
帰
属
主
体
か
ら
奪
う
効
果
を
持
た
な
い
合
意
は
適
法
と
さ
れ
）
₅₆
（

る
。
適
法
と
さ
れ
る
合

意
の
例
と
し
て
フ
ィ
リ
ポ
ン
が
挙
げ
る
も
の
の
一
つ
に
、
人
格
属
性
の
利
用
の
合
意
（les conventions d

’usage d

’un attribut de la 

personnalité

）
が
あ
る
。
こ
の
合
意
は
、
一
方
当
事
者
（
受
益
者
）
が
、
他
方
当
事
者
（
利
用
の
許
可
を
出
す
者
）
の
人
格
要
素
の
一
つ
又

は
複
数
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
き
、
利
用
の
許
可
の
条
件
を
定
め
る
こ
と
を
当
事
者
に
可
能
た
ら
し
め
る
合
意
で
あ
る
と
フ
ィ
リ
ポ
ン
に
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よ
っ
て
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
）
₅₇
（
る
。
こ
の
よ
う
な
人
格
属
性
の
利
用
合
意
の
例
と
し
て
、
肖
像
の
商
品
化
・
広
告
目
的
で
の
利
用
合
意
も
挙

げ
ら
れ
て
い
）
₅₈
（

る
。
こ
の
合
意
の
対
象
は
、
第
三
者
に
よ
る
精
神
的
利
益
の
侵
害
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
非
財
産
的
権
利
で
は
な
く
、
人
格

属
性
の
上
に
も
た
ら
さ
れ
る
利
用
権
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
）
₅₉
（
る
。
そ
し
て
、
そ
の
性
質
は
、
人
格
権
の
不
行
使
と
、
人
格
属
性
の
利
用
権
の

設
定
的
移
転
（transfert

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
人
格
権
の
不
行
使
に
つ
い
て
は
、
人
格
権
の
行
使
の
表
明
の
一
つ
と
説
明
さ
れ
る
。
放

棄
の
場
合
は
、
権
利
の
帰
属
主
体
は
決
定
的
に
権
利
を
奪
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
不
行
使
の
場
合
は
当
該
権
利
を
休
眠
状
態
に
置
く
の
み

で
あ
り
、
当
人
か
ら
権
利
を
決
定
的
に
奪
う
わ
け
で
は
な
い
ゆ
え
に
、
保
護
的
公
序
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
適
法
性
が
正
当
化

さ
れ
る
と
説
か
れ
）
₆₀
（

る
。
ま
た
、
人
格
属
性
の
利
用
権
の
設
定
的
移
転
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
敷
衍
さ
れ
る
。
人
格
属
性
の
利
用
合
意
は
、

利
用
の
許
可
を
出
す
者
が
そ
の
人
格
属
性
の
帰
属
主
体
で
あ
り
続
け
、
そ
の
属
性
の
自
由
な
利
用
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由

に
よ
り
、
当
該
人
格
属
性
の
単
純
な
譲
渡
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
）
₆₁
（

る
。
人
格
属
性
の
利
用
合
意
は
、
人
格
属
性
を
通
し
た
有
名
性

（notoriété

）
の
移
転
で
あ
り
、
人
格
属
性
の
利
用
権
そ
れ
自
体
を
設
定
的
に
移
転
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
格
属
性
の
利
用
権
は
個

人
の
保
護
と
い
う
機
能
を
持
た
な
い
財
産
的
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
移
転
さ
せ
る
合
意
は
、
帰
属
主
体
か
ら
人
格
保
護
の
可
能
性
を
少
し

も
奪
わ
な
い
以
上
、
そ
の
有
効
性
が
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
）
₆₂
（
る
。

㈣
　
小
　
括

　
本
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
は
な
ぜ
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
、
い
か
な
る
契
約
が
有
効
と

考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
を
認
め
る
に
あ
た
っ
て
想
定
さ
れ
る
理
論
的
障
壁
で
あ
る
、

資
産
理
論
及
び
人
格
権
の
取
引
対
象
性
・
処
分
不
可
能
性
の
議
論
か
ら
は
、
人
格
権
を
あ
ら
ゆ
る
契
約
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
内

容
は
う
か
が
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
契
約
の
対
象
が
人
格
権
で
あ
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
の
有
効
性
が
否
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
帰
属
主
体
か
ら
当
該
権
利
の
帰
属
を
全
面
的
・
永
続
的
に
奪
う
契
約
の
み
が
、
そ
の
有
効
性
を
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
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総
論
的
な
指
針
の
下
で
、
肖
像
の
よ
う
な
人
格
属
性
の
利
用
合
意
は
有
効
な
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
は
、
人
格
の
保
護
権
の
一
時
的

な
不
行
使
及
び
、
財
産
的
性
質
を
有
す
る
と
さ
れ
る
人
格
属
性
の
利
用
権
の
設
定
的
移
転
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。

三
　
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
の
構
造
論

　
第
二
章
に
お
い
て
は
、
人
格
権
で
あ
る
肖
像
権
を
契
約
の
対
象
と
す
る
場
合
に
、
い
か
な
る
契
約
で
あ
れ
ば
有
効
と
認
め
ら
れ
る
の
か

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
参
照
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
章
で
は
、
人
格
権
で
あ
る
肖
像
権
を
取
引
対
象
と

し
て
扱
う
こ
と
は
、
肖
像
権
の
構
造
把
握
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
を
検
討
す
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
に
、
肖
像
権
（droit à l

’image

）
と
い
う
単
一
の
権
利
概
念
の
下
で
、
精
神
的
利
益
と
、
商
業
的

利
用
に
伴
う
財
産
的
利
益
の
双
方
が
、
不
法
行
為
法
上
保
護
さ
れ
て
き
）
₆₃
（
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
学
説
で
は
、
肖
像
の
商

業
目
的
に
よ
る
積
極
的
活
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
産
的
利
益
に
つ
い
て
の
側
面
と
、
肖
像
の
公
表
に
よ
る
精
神
的
利
益
の
侵
害
か
ら
保
護

さ
れ
る
と
い
う
消
極
的
側
面
と
を
、
別
個
の
権
利
と
し
て
観
念
す
る
言
わ
ば
二
元
的
構
成
が
台
頭
し
）
₆₄
（
た
。
し
か
し
、
破
毀
院
は
、
二
元
的

構
成
を
採
用
し
た
と
み
ら
れ
る
複
数
の
下
級
審
裁
判
）
₆₅
（

例
へ
の
支
持
を
表
明
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
序
論
に
て
既
述

の
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決
）
₆₆
（
は
、
一
方
で
、
当
事
者
が
「
肖
像
権
の
譲
渡
（cession

）」
と
称
す
る
契
約
の
有
効
性
を
認
め
て
い
る
。
他

方
で
、
肖
像
の
法
的
保
護
の
財
産
権
的
側
面
を
そ
の
人
格
権
的
側
面
と
は
別
個
独
立
の
権
利
と
し
て
構
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
肖
像
の
財

産
的
権
利
（droit patrim

onial à l

’image

）」
の
承
認
の
問
題
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
沈
黙
に
よ
る
事
実
上
の
否
定
と
捉

え
る
見
）
₆₇
（
解
も
あ
る
も
の
の
、
判
例
の
立
場
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
い
え
る
状
況
に
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
肖
像
権
の
権
利
構
造
に
つ
き
、
主
な
学
説
を
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
を
い
か
な
る
性
質
の
権
利
と
し

て
説
明
し
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
。
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㈠
　「
財
産
化
」・
債
権
構
成

　
ま
ず
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
を
物
権
的
な
権
利
と
し
て
構
成
し
な
い
学
説
を
取
り
上
げ
る
。
マ
リ
ノ
ー
は
、
人
格
属
性
で
あ
る

肖
像
が
不
動
産
や
動
産
の
よ
う
な
財
産
と
同
様
に
取
引
さ
れ
る
現
象

―
肖
像
の
「
財
産
化
（patrim

onialisation

）」
現
象

―
を
、
契

約
か
ら
発
生
す
る
債
権
に
よ
っ
て
説
明
す
）
₆₈
（
る
。
マ
リ
ノ
ー
が
論
文
に
お
い
て
想
定
す
る
実
務
状
況
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
現
代
社

会
に
お
い
て
は
商
品
化
が
発
展
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
人
の
名
や
肖
像
の
よ
う
な
人
格
属
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
性
質
上
は
非
財
産
的

な
要
素
が
、
金
銭
評
価
可
能
な
価
値
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
の
物
化
（réification des personnes

）
と
言
え
る
状
況
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
芸
能
人
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
役
者
・
歌
手
・
モ
デ
ル
が
そ
の
名
・
肖
像
・
声
を
金
銭
に
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
に

置
か
れ
る
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
格
属
性
の
財
産
化
現
象
が
、
マ
リ
ノ
ー
の
問
題
意
識
の
背
景
に
あ
）
₆₉
（

る
。

　
こ
の
財
産
化
現
象
の
存
在
の
認
識
自
体
は
学
界
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き
）
₇₀
（
か
。
こ
の
点
に

つ
き
、
マ
リ
ノ
ー
は
、
名
・
肖
像
・
声
の
上
に
所
有
権
や
物
権
を
観
念
す
る
構
成
を
否
定
し
、
財
産
化
現
象
を
、
為
す
債
務
と
為
さ
ざ
る

債
務
と
い
う
債
権
に
よ
っ
て
説
明
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
こ
れ
を
敷
衍
す
る
と
、
マ
リ
ノ
ー
に
よ
れ
ば
、
名
・
肖
像
・
声
自
体
は
、
人

に
内
在
し
て
お
り
人
か
ら
分
離
さ
れ
え
な
い
た
め
契
約
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
肖
像
は
、
肖
像
の
作
成
（réalisation

）
と
利
用
を
給
付
と

す
る
為
す
債
務
の
媒
体
（support

）
で
あ
る
と
さ
れ
）
₇₁
（

る
。
ま
た
、
肖
像
本
人
が
対
価
と
引
き
換
え
に
防
御
権
と
し
て
の
肖
像
権
を
行
使
し

な
い
こ
と
を
、
契
約
か
ら
発
生
す
る
為
さ
ざ
る
債
務
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
こ
れ
は
、
人
格
の
尊
重
を
確
保
す
る
た
め
の
権
利
自
体
の
放

棄
で
は
な
く
、
権
利
の
一
時
的
な
不
行
使
だ
と
さ
れ
）
₇₂
（

る
。
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
人
格
属
性
の
財
産
化
現
象
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る

物
権
の
移
転
も
存
せ
ず
、
契
約
の
受
益
者
が
手
に
す
る
権
利
は
債
権
で
あ
る
と
い
う
の
が
マ
リ
ノ
ー
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
格
属

性
で
あ
る
肖
像
の
財
産
化
現
象
と
は
、
契
約
に
由
来
す
る
こ
の
よ
う
な
債
権
の
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
）
₇₃
（

る
。
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㈡
　
人
格
権
一
元
構
成

　
肖
像
を
法
的
に
保
護
す
る
初
め
て
の
裁
判
）
₇₄
（

例
の
登
場
が
一
八
〇
〇
年
代
半
ば
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
肖
像
の
財
産
的
側
面
へ
の
注
目

と
保
護
が
学
説
と
裁
判
例
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
で
あ
）
₇₅
（

る
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
〇
年
代
以
前
に
、
肖
像
権
が
人

格
権
と
い
う
性
質
の
単
一
の
権
利
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
）
₇₆
（
た
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
時
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
財
産
的

側
面
も
含
め
て
単
一
の
肖
像
権
概
念
に
お
い
て
把
握
す
る
い
わ
ゆ
る
肖
像
権
一
元
論
が
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。

1　

人
格
権
に
精
神
的
側
面
と
経
済
的
側
面
の
双
方
を
見
出
す
学
説

　
ア
ン
テ
ィ
パ
の
論
文
は
、
人
の
肖
像
・
名
・
声
・
私
生
活
の
要
素
の
利
用
に
関
す
る
合
意
の
発
展
及
び
、
そ
の
よ
う
な
人
格
属
性
を
許

可
・
報
酬
な
し
に
利
用
さ
れ
た
者
が
提
起
す
る
訴
訟
の
多
様
化
と
い
う
実
務
状
況
を
背
景
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
理
論
的
提
案
を
す
る
も

の
で
あ
る
。
経
済
的
目
的
で
の
合
意
に
よ
る
利
用
及
び
訴
訟
に
よ
る
援
用
と
い
う
現
象
を
理
由
と
し
て
、
人
格
属
性
に
つ
い
て
の
財
産
的

権
利

―
い
わ
ゆ
る
「
人
格
の
財
産
的
権
利
（droits patrim

oniaux de la personnalité

）」

―
を
人
格
権
と
別
個
の
権
利
と
し
て
認
め
る

こ
と
は
正
し
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
格
の
財
産
的
権
利
と
い
う
も
の
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
）
₇₇
（

る
。

　
こ
の
よ
う
な
提
案
ゆ
え
、
ア
ン
テ
ィ
パ
に
よ
れ
ば
、
肖
像
の
利
用
合
意
と
い
う
、
肖
像
の
経
済
的
目
的
に
よ
る
利
用
も
、
人
格
権
と
し

て
の
肖
像
権
の
み
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ア
ン
テ
ィ
パ
は
、
肖
像
の
利
用
合
意
と
、
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
の
関
係
に

つ
き
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ア
ン
テ
ィ
パ
は
、
肖
像
・
名
・
声
・
私
生
活
の
秘
密
に
つ
い
て
の
人
格
権
は
、
そ
れ
ら
の
帰
属
主
体
に
、
正
当
な
利
益
な
く
そ
の
人
の

肖
像
・
名
・
声
を
使
用
し
た
り
、
私
生
活
の
要
素
を
明
か
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
権
限
を
与
え
る
と
す
る
。
こ
の
禁
止
の
権
限
は
、

公
序
良
俗
を
尊
重
す
る
限
り
に
お
い
て
、
他
者
に
使
用
を
許
可
を
す
る
権
限
を
も
ま
た
含
む
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
他
者
に
対
し
て
対
価
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と
引
き
換
え
に
肖
像
や
名
を
広
告
目
的
で
利
用
す
る
権
利
（droit d

’exploiter

）
を
設
定
的
に
移
転
（concéder

）
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ

は
、
肖
像
や
名
の
利
用
を
許
可
又
は
禁
止
す
る
権
利
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
に
基
づ
く
。
そ
し
て
、
個
人
の
人
格
属
性
の
利
用
に
対
す
る

基
本
的
支
配
（m

onopole de principe

）
は
、
消
極
的
側
面
・
積
極
的
側
面
・
精
神
的
側
面
・
経
済
的
側
面
と
い
う
多
様
な
局
面
を
持
ち
、

そ
の
多
様
な
局
面
は
、
非
財
産
的
権
利
と
財
産
的
権
利
を
構
成
す
る
ほ
ど
十
分
に
独
立
し
て
い
な
い
と
説
き
、
人
格
の
財
産
的
権
利
を
観

念
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
自
説
に
つ
な
げ
て
い
）
₇₈
（

る
。

　
つ
ま
り
、
ア
ン
テ
ィ
パ
は
、
肖
像
権
は
ど
の
局
面
か
ら
捉
え
て
も
非
財
産
的
権
利
で
あ
る
と
し
た
上
で
な
お
、
人
の
肖
像
の
利
用
合
意

の
有
効
性
を
認
め
る
。
こ
の
理
解
に
お
い
て
、
合
意
の
対
象
は
、「
広
告
目
的
で
利
用
を
す
る
権
利
」
で
あ
る
。

2　

人
格
権
を
「
所
有
権
」
と
し
て
理
解
す
る
学
説

　
ア
ン
テ
ィ
パ
の
主
張
が
、
人
格
属
性
の
経
済
的
目
的
に
よ
る
利
用
・
援
用
と
い
う
社
会
的
現
実
は
人
格
の
財
産
的
権
利
の
承
認
と
い
う

理
論
的
帰
結
を
導
く
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
な
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
ゼ
ナ
テ
ィ
＝
ル
ベ
の
学
説
は
、
人
格
権
一
般
論
に
つ
き
独
自
の

主
張
を
す
る
中
で
、
肖
像
な
ど
の
人
格
属
性
の
利
用
合
意
に
関
す
る
記
述
を
も
含
む
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ゼ
ナ
テ
ィ
＝
ル
ベ
は
、
概
説

書
に
お
い
て
、
人
格
権
を
所
有
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
）
₇₉
（
る
。
そ
の
基
礎
に
は
、
所
有
を
排
他
的
関
係
に
よ
っ
て
定
義
す
る
と
い
う
、

一
般
的
な
見
方
と
は
異
な
る
所
有
権
観
が
あ
）
₈₀
（

る
。
こ
の
前
提
の
上
で
、
人
格
権
が
所
有
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
人
体
は

物
と
し
て
性
質
決
定
さ
れ
、
所
有
権
の
客
体
（objet

）
と
さ
れ
）
₈₁
（
る
。
そ
し
て
、
肖
像
は
人
体
の
効
用
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
）
₈₂
（
る
。
肖
像
権

の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
肖
像
権
の
排
他
性
を
理
由
に
、
所
有
権
で
あ
る
と
解
す
）
₈₃
（

る
。
そ
の
上
で
、
所
有
権
と
し
て
の
肖
像
権
が
主
体

に
も
た
ら
す
諸
効
用
の
一
つ
に
、
各
人
が
自
己
の
肖
像
を
自
由
に
複
製
で
き
、
複
製
の
禁
止
又
は
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
挙

げ
）
₈₄
（

る
。
こ
の
効
用
の
説
明
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
が
財
産
的
利
益
と
精
神
的
利
益
の
ど
ち
ら
に
関
わ
る
も
の
か
と
い
う
視
点
は
持
ち
込
ま
れ

て
い
な
い
よ
う
に
う
か
が
え
る
。
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そ
し
て
、
ゼ
ナ
テ
ィ
＝
ル
ベ
は
、
肖
像
権
は
人
格
権
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
有
し
つ
つ
、
肖
像
は
契
約
の
対
象
た
り
得
る
と
す
）
₈₅
（
る
。
そ

し
て
、
肖
像
を
有
償
契
約
の
対
象
と
し
て
認
め
る
こ
と
の
た
め
に
肖
像
権
を
財
産
的
権
利
と
非
財
産
的
権
利
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
は
、

無
益
で
あ
る
と
す
）
₈₆
（
る
。
契
約
の
性
質
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
肖
像
の
所
有
者
は
、
契
約
に
よ
っ
て
、
相
手
方
に
対
し
て
肖
像
の

収
益
権
（droit d

’en jouir

）
の
設
定
的
移
転
を
す
る
（concéd

）
₈₇
（er

）。
こ
の
設
定
的
移
転
と
い
う
説
明
は
、
譲
渡
（aliénation

）
と
の
区
別

を
意
識
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
肖
像
の
譲
渡
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
肖
像
を
与
え
る
（donner

）、
と
い
う
こ
と
は
、
法

主
体
が
自
己
の
身
体
に
つ
い
て
有
す
る
排
他
的
権
能
の
侵
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
は
公
序
に
反
す
る
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
制
約

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
説
明
さ
れ
る
。
肖
像
本
人
が
、
他
者
に
対
し
て
、
自
己
の
肖
像
を
そ
の

他
者
が
意
の
ま
ま
に
す
る
（approprier

）
す
る
こ
と
を
同
意
し
、
そ
の
同
意
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
者
が
欲
す
る
あ
ら
ゆ
る
肖
像
の
公
表

及
び
利
用
を
肖
像
本
人
か
ら
新
た
な
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
）
₈₈
（

る
。

3　

両
説
の
共
通
点
と
相
違
点
の
分
析

　
第
１
項
と
第
２
項
で
示
し
た
二
つ
の
見
解
は
、
肖
像
権
に
所
有
権
と
い
う
性
質
を
見
出
す
か
否
か
が
異
な
る
も
の
の
、
次
の
よ
う
な
共

通
点
が
あ
る
。
肖
像
権
を
人
格
権
と
し
て
一
元
的
に
構
成
す
る
見
解
に
お
い
て
も
、
対
価
を
得
て
相
手
方
に
肖
像
の
利
用
を
さ
せ
る
契
約

は
有
効
な
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
お
り
、
肖
像
に
契
約
の
対
象
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
両
説
共
に
、
そ
の

よ
う
な
契
約
は
、
肖
像
の
利
用
権
（
ア
ン
テ
ィ
パ
）
又
は
収
益
権
（
ゼ
ナ
テ
ィ
＝
ル
ベ
）
の
設
定
的
移
転
と
い
う
性
質
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
両
説
に
お
い
て
は
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
、
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
契
約
に
よ
っ

て
肖
像
権
の
取
引
対
象
と
し
て
の
面
が
相
手
方
に
設
定
的
に
移
転
さ
れ
る
と
い
え
る
。
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㈢
　
人
格
権
・
財
産
権
二
元
構
成

　
第
二
節
で
挙
げ
た
人
格
権
一
元
構
成
は
少
数
説
で
あ
る
。
肖
像
が
商
業
的
利
用
に
よ
っ
て
財
産
的
価
値
を
獲
得
し
て
い
る
現
実
を
肖
像

権
の
法
的
性
質
論
及
び
権
利
構
造
論
に
反
映
さ
せ
、
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
と
財
産
的
権
利
と
し
て
の
肖
像
権
の
二
つ
を
観
念
す
る
見

解
が
フ
ラ
ン
ス
学
説
に
お
い
て
は
多
数
と
い
え
）
₈₉
（
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
は
、
肖
像
権
の
契
約
の
対
象
と
し
て
の
側
面
は
権
利
構
造
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。
二
元
論
者
の
中
で
も
特
に
、
契
約
と
権
利
構
造
論
の
関
係
に
つ
い
て
も
詳
し
く
論
じ
て
い
る

も
の
を
、
本
節
に
お
い
て
検
討
す
る
。

1　

有
名
人
に
人
格
権
か
ら
派
生
す
る
財
産
的
権
利
を
認
め
る
学
説

　
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
有
名
性
を
持
つ
肖
像
や
名
の
商
業
的
価
値
を
利
用
す
る
場
面
、
た
と
え
ば
製
品
の
広
告
に
有
名
人
の
肖
像
や
名
を
使
う

場
面
を
念
頭
に
置
く
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
有
名
人
は
、
努
力
と
引
き
換
え
に
有
名
性
を
得
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
有
名
性
か
ら
誰
も

が
対
価
な
く
利
益
を
引
き
出
す
こ
と
は
不
公
平
だ
と
す
る
。
ま
た
、
人
格
の
広
告
・
商
業
利
用
に
排
他
性
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

顧
客
吸
引
力
（pouvoir attractif

）
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
か
ら
、
有
名
性
の
経
済
的
価
値
を
、
そ
の
有
名
性

を
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
者
に
割
り
当
て
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
努
力
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
）
₉₀
（
る
。

　
こ
の
よ
う
な
要
請
か
ら
、
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
有
名
な
肖
像
や
名
の
商
業
的
価
値
の
利
用
に
つ
き
、
財
産
的
権
利
を
観
念
す
る
こ
と
を
主
張

す
る
。
す
な
わ
ち
、
非
財
産
的
権
利
た
る
人
格
権
の
み
に
よ
っ
て
は
、
上
記
商
業
的
価
値
の
利
用
を
目
的
と
す
る
合
意
を
捕
捉
で
き
な
い

た
め
、
肖
像
や
名
と
い
っ
た
人
格
属
性
の
利
用
権
（droit d

’exploitation
）
の
付
与
を
、
財
産
的
権
利
の
移
転
と
し
て
構
成
す
べ
き
だ
と

主
張
す
）
₉₁
（

る
。
非
財
産
的
権
利
た
る
人
格
権
が
人
格
の
一
次
的
権
利
（droit prim

aire de la personnalité

）
と
称
さ
れ
譲
渡
不
可
能
と
解
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
移
転
さ
れ
る
財
産
的
権
利
は
人
格
の
派
生
的
権
利
（droit dérivé de la personnalité

）
と
称
さ
れ
）
₉₂
（
る
。
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こ
の
よ
う
な
合
意
に
つ
き
、
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
人
格
の
顧
客
吸
引
力
を
他
者
に
委
ね
る
た
め
に
締
結
す
る
契
約
は
、
主
と
し
て
そ
の
相
手

方
に
人
格
属
性
に
つ
い
て
の
利
用
の
支
配
を
移
転
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
性
質
決
定
と
し
て
は
、
譲
渡
と
ラ
イ

セ
ン
ス
（licence

）
の
双
方
が
あ
り
得
る
と
す
る
。
人
格
の
派
生
的
権
利
の
譲
渡
と
は
、
有
名
人
が
他
者
に
人
格
を
商
業
化
す
る
権
利
を

与
え
、
そ
の
結
果
、
有
名
人
が
、
利
用
の
独
占
の
全
部
又
は
一
部
を
手
放
す
契
約
だ
と
説
明
す
る
。
他
方
で
、
人
格
の
派
生
的
権
利
の
ラ

イ
セ
ン
ス
と
は
、
有
名
人
が
第
三
者
に
対
し
て
人
格
属
性
か
ら
利
益
を
引
き
出
す
こ
と
を
対
価
を
得
て
許
諾
し
、
そ
の
第
三
者
に
利
用
権

を
設
定
的
に
移
転
す
る
契
約
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
両
者
の
差
異
は
、
譲
渡
は
当
事
者
が
利
用
権
の
一
部
又
は
全
部
を
手
放
す
も
の
で
、
ラ

イ
セ
ン
ス
は
利
用
権
の
収
益
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る
点
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
人
格
の
派
生
的
権
利
の
譲
渡
に
関
し
て
は
、
契
約

一
般
法
に
お
け
る
売
買
が
持
つ
決
定
的
・
撤
回
不
可
能
的
性
格
は
持
た
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
）
₉₃
（
る
。

2　

契
約
の
効
果
と
し
て
財
産
的
権
利
が
創
設
さ
れ
る
と
す
る
学
説

　
こ
の
よ
う
な
ロ
ワ
ゾ
ー
の
見
解
は
、
サ
ン
・
ポ
ー
の
体
系
書
に
お
い
て
、
人
格
属
性
の
尊
重
を
求
め
る
非
財
産
的
権
利
と
は
別
に
人
格

属
性
の
使
用
収
益
に
つ
い
て
の
財
産
的
権
利
の
存
在
を
認
め
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
）
₉₄
（
る
。
そ
し
て
、
サ
ン
・
ポ
ー
は
、
自
説
の
展
開
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
財
産
的
権
利
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
契
約
に
見
出
さ
れ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
・
ポ
ー
に
よ
れ

ば
、
人
格
属
性
の
使
用
収
益
権
（droit d

’utilisation ou de jouissance

）
を
相
手
方
に
認
め
る
契
約
と
い
う
の
は
、
ロ
ワ
ゾ
ー
の
言
う
派

生
的
権
利
の
よ
う
な
物
権
を
設
定
す
る
（constitutif

）
契
約
で
あ
る
。
こ
の
契
約
の
効
果
は
財
産
的
権
利
の
合
意
に
よ
る
創
設

（création

）
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
付
随
的
効
果
と
し
て
、
人
格
権
の
一
時
的
な
不
行
使
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
を
締

結
す
る
自
由
は
、
非
財
産
的
権
利
で
あ
る
人
格
権
の
行
使
の
一
方
式
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
意
の
対
象
は
、
非
財
産
的
権

利
の
帰
属
主
体
た
る
地
位
（titularité

）
で
は
な
く
、
人
格
属
性
に
及
ぶ
財
産
的
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
前
者
が
取
引
対
象

外
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
取
引
対
象
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
合
意
は
改
正
前
民
法
典
一
一
二
八
条
に
抵
触
せ
ず
有
効
で
あ
る
と
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さ
れ
る
。
ま
た
、
サ
ン
・
ポ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決
が
「
肖
像
権
の
譲
渡
」
と
当
事
者
が
称
す
る
契
約
の
有
効
性
を
認
め
る
に

あ
た
っ
て
、
人
格
権
一
般
の
根
拠
条
文
で
あ
る
民
法
典
九
条
と
契
約
自
由
の
原
則
の
双
方
を
参
照
し
つ
つ
、
民
法
典
九
条
は
「
契
約
自
由

に
従
う
」
と
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
と
分
析
す
）
₉₅
（
る
。

3　

両
説
の
共
通
点
と
相
違
点
の
分
析

　
ロ
ワ
ゾ
ー
と
サ
ン
・
ポ
ー
で
は
、
肖
像
権
の
人
格
権
と
し
て
の
面
と
財
産
的
権
利
と
し
て
の
面
を
別
個
の
権
利
と
し
て
捉
え
る
点
は
共

通
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
き
、
ロ
ワ
ゾ
ー
は
利
用
権
と
、
サ
ン
・
ポ
ー
は
使
用
収
益
権
と
称
す
る
が
、
こ
れ
も
、
肖
像
か
ら
利
益

を
引
き
出
す
権
利
と
い
う
点
で
実
質
的
に
は
共
通
す
る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
財
産
的
権
利
が
契
約
締
結
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
と
捉
え
る
か
、
契
約
に
よ
っ
て
発
生
す
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は

理
解
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
有
名
人
の
肖
像
の
商
業
的
利
用
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
を
し
て
お
り
、
有
名
性
獲
得

の
た
め
の
努
力
に
報
い
、
有
名
性
の
経
済
的
価
値
を
有
名
人
本
人
に
割
り
当
て
る
こ
と
の
必
要
性
を
自
説
の
実
質
的
根
拠
と
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
有
名
性
の
経
済
的
価
値
と
要
保
護
性
は
、
契
約
締
結
前
か
ら
存
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
、
ロ
ワ
ゾ
ー
説
に
お
け
る
財
産
的

権
利
は
契
約
締
結
前
か
ら
肖
像
本
人
に
帰
属
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ン
・
ポ
ー
の
論
述
に
お
い
て
は
、
有
名
性
の
経
済
的
価
値
を
、
そ
の
有
名
性
を
努
力
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
者
に
割

り
当
て
る
と
い
う
ロ
ワ
ゾ
ー
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
民
法
典
九
条
に
よ
っ
て
全
て
の
人
に
認
め
ら
れ
る
人
格
権

の
行
使
の
一
方
式
と
し
て
、
人
格
属
性
の
使
用
収
益
に
つ
い
て
の
権
利
を
付
与
す
る
契
約
の
締
結
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
根
拠
が

説
か
れ
る
。
そ
の
た
め
、
想
定
す
る
肖
像
本
人
も
、
有
名
人
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
法
的
構
成
に
お
い
て
も
、

サ
ン
・
ポ
ー
は
、
財
産
的
権
利
は
契
約
の
効
果
と
し
て
創
設
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
契
約
締
結
前
に
は
財
産
的
権
利
の
存
在
は

観
念
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
観
点
か
ら
は
、
サ
ン
・
ポ
ー
説
は
む
し
ろ
、
肖
像
の
「
財
産
化
現
象
」
と
は
債
権
の
発
生
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の
こ
と
で
あ
り
、
契
約
に
由
来
す
る
も
の
だ
と
す
る
マ
リ
ノ
ー
説
に
近
似
す
る
。
た
だ
し
、
発
生
し
た
財
産
的
権
利
の
性
質
は
サ
ン
・

ポ
ー
説
に
お
い
て
は
物
権
で
あ
る
た
め
、
こ
の
観
点
か
ら
は
サ
ン
・
ポ
ー
説
は
ロ
ワ
ゾ
ー
説
に
近
い
。

㈣
　
知
的
財
産
権
二
元
構
成

　
本
節
で
扱
う
の
は
、
肖
像
に
つ
い
て
の
非
財
産
的
権
利
と
財
産
的
権
利
に
つ
き
、
前
者
を
譲
渡
不
可
、
後
者
を
譲
渡
可
と
し
て
分
け
て

考
え
、
ま
た
、
肖
像
権
を
知
的
財
産
権
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
捉
え
る
学
説
で
あ
る
。
カ
ロ
ン
は
、
モ
デ
ル
・
無
名
の
人
・
子
供
な

ど
の
肖
像
が
契
約
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
局
面
を
想
定
し
た
上
で
、
非
財
産
的
法
領
域
に
属
す
る
肖
像
が
利
用
契
約
（contrat d

’

exploitation

）
の
対
象
と
な
る
現
実
を
、
法
的
に
い
か
に
説
明
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
そ
れ
に
際
し
て
、
肖
像
を
利
用
す
る

側
の
人
（exploitant

）
に
対
し
て
弱
い
立
場
に
あ
る
、
モ
デ
ル
・
無
名
の
人
・
子
供
な
ど
の
保
護
を
ど
の
よ
う
に
図
る
べ
き
か
を
検
討

す
）
₉₆
（
る
。

　
カ
ロ
ン
は
、
肖
像
の
利
用
に
つ
い
て
の
財
産
的
権
利
の
規
律
に
つ
き
、
必
要
な
範
囲
で
著
作
権
法
を
指
針
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
人
の
肖
像
は
著
作
物
で
は
な
い
た
め
、
肖
像
権
を
著
作
権
と
同
視
す
る
こ
と
は
間
違
い
だ
と
す
る
。
他
方
で
、
著

作
権
は
、
財
産
的
権
利
が
精
神
的
権
利
と
共
存
し
て
い
）
₉₇
（
る
二
面
的
な
権
利
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
肖
像
の
財
産
的
権
利
に
と
っ
て
良
い
例

に
な
る
と
す
）
₉₈
（

る
。

　
そ
の
上
で
、
カ
ロ
ン
は
、
肖
像
の
利
用
契
約
の
性
質
と
し
て
は
、
譲
渡
と
ラ
イ
セ
ン
ス
の
二
種
類
を
示
す
。
譲
渡
に
お
い
て
は
、
譲
受

人
は
、
た
と
え
ば
あ
る
一
枚
の
写
真
の
よ
う
な
、
特
定
さ
れ
た
肖
像
の
利
用
権
の
帰
属
主
体
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、

契
約
相
手
方
に
あ
る
肖
像
の
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
を
指
す
と
さ
れ
）
₉₉
（
る
。

　
ま
た
、
肖
像
の
利
用
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
し
て
も
、
肖
像
の
精
神
的
権
利
は
譲
渡
さ
れ
得
な
い
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
肖
像
の
非
財

産
的
権
利
を
譲
渡
す
る
条
項
又
は
、
肖
像
の
非
財
産
的
な
権
利
の
行
使
の
概
括
的
（générale

）
な
放
棄
に
関
す
る
条
項
を
置
く
こ
と
は
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で
き
な
）
₁₀₀
（
い
。
ま
た
、
契
約
の
対
象
は
、
必
ず
、
そ
の
範
囲
が
厳
密
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
又
は

設
定
的
に
移
転
さ
れ
る
権
利
が
列
挙
さ
れ
、
利
用
方
法
が
明
確
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
肖
像
の
利
用
者
に
白
紙
委

任
を
も
た
ら
す
よ
う
な
非
常
に
概
括
的
な
条
項
に
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
人
の
肖
像
に
つ
い
て
の
権
利
を
、
あ
ら
ゆ

る
利
用
方
法
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
利
用
の
た
め
に
譲
渡
す
る
条
項
は
、
そ
の
概
括
性
ゆ
え
に
無
効
と
さ
れ
）
₁₀₁
（
る
。

　
な
お
、
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決
は
、「
肖
像
権
の
譲
渡
」
と
当
事
者
が
称
す
る
契
約
に
関
し
て
、「
唯
一
、
民
法
典
九
条
が
適
用
さ
れ
、

特
に
知
的
財
産
法
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る
」
と
示
す
。
こ
の
判
示
に
つ
き
、
知
的
財
産
法
の
規
範
の
完
全
な
排
斥
を
意
味
す
る
と
読
）
₁₀₂
（
む
べ

き
か
、
形
式
的
に
は
一
般
法
を
参
照
し
な
が
ら
実
質
的
に
知
的
財
産
法
を
参
照
し
て
い
る
に
等
し
い
と
読
）
₁₀₃
（

む
べ
き
か
は
、
同
判
決
の
評
釈

に
お
い
て
も
立
場
が
分
か
れ
て
い
る
。

㈤
　「
有
名
性
」
権
独
立
構
成

　
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
に
挙
げ
た
各
説
は
、
肖
像
が
も
ら
た
す
財
産
的
価
値
に
つ
き
、
人
格
権
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
す
る
権
利
を

構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る
学
説
も
存
す
る
。
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
、

肖
像
権
・
名
の
権
利
・
声
の
権
利
等
の
人
格
権
が
財
産
的
性
質
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
他
の
多
く
の
論
者
の
よ
う
に
そ
れ
を
人
格

権
の
枠
内
で
説
明
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
適
切
な
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
有
す
）
₁₀₄
（
る
。
そ
の
上
で
、
他
の
多
く
の
論
者
が
人
格
属
性
の
財

産
的
価
値
を
「
人
格
の
財
産
的
権
利
（droits patrim

oniaux de la personnalité

）」
と
い
う
構
成
で
把
握
す
る
の
に
対
し
て
、
ブ
リ
ュ
ギ

エ
ー
ル
は
、
そ
の
よ
う
な
価
値
を
人
格
権
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
の
「
有
名
性
の
権
利
（droits de la notoriété

）」
と
し
て
構
成
す

る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

　
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
は
、「
有
名
性
の
権
利
」
と
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
モ
デ
ル
・
芸
能
人
等
が
持
つ
「
有
名
性
」
を
客
体
と
す
る
権
利
で

あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
れ
は
人
格
権
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
な
い
権
利
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
有
名
性
は
、
芸
名
・
肖
像
・
声
な
ど
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と
い
っ
た
、
人
格
と
は
区
別
さ
れ
た
徴
表
（signe

）
の
上
に
確
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
徴
表
は
必
ず
し
も
人
格
の
正
確
な
転
写

で
は
な
い
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
）
₁₀₅
（

る
。
こ
の
よ
う
な
客
体
の
性
質
か
ら
、
人
格
権
が
全
て
の
人
に
認
め
ら
れ
る
生
得
的
権
利
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
有
名
性
の
権
利
は
、
獲
得
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
知
的
財
産
権
が
全
て
の
人
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
努
力

へ
の
報
酬
で
あ
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
）
₁₀₆
（
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
見
解
に
お
い
て
は
、
契
約
と
そ
の
対
象
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
モ
デ
ル
・
芸
能
人

等
が
そ
の
人
格
属
性
に
つ
き
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
、
そ
の
譲
渡
契
約
又
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
対
象
は
有
名
性
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
有
名
性
は
合
意
に
先
行
し
て
存
在
す
る
と
説
か
れ
）
₁₀₇
（

る
。

　
有
名
人
の
有
名
性
に
着
目
す
る
点
、
及
び
、
契
約
の
対
象
た
る
有
名
性
を
契
約
締
結
前
か
ら
存
在
す
る
も
の
と
し
て
観
念
す
る
点
は
、

ロ
ワ
ゾ
ー
と
似
通
う
。
し
か
し
、
有
名
性
ゆ
え
に
認
め
ら
れ
る
権
利
を
、
帰
属
主
体
の
人
格
と
の
結
び
つ
き
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
捉

え
る
点
が
、
人
格
の
派
生
的
権
利
を
帰
属
主
体
の
人
格
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
捉
え
る
ロ
ワ
ゾ
ー
説
と
決
定
的
に
異
な
る
。
こ
の
相
違
点

は
、
ブ
リ
ュ
ギ
エ
ー
ル
自
身
が
論
文
中
で
ロ
ワ
ゾ
ー
の
見
解
を
引
用
し
て
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
）
₁₀₈
（

る
。

㈥
　
小
　
括

　
本
章
で
は
、
人
格
権
で
あ
る
肖
像
権
を
取
引
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
肖
像
権
の
構
造
把
握
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
を
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
人
格
権
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
権
利
な
の
か
と
い
う
点
、
及
び
、
肖
像
の

利
用
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
契
約
の
性
質
及
び
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
点
か
ら
以
下
に
ま
と
め
る
。

　
債
権
構
成
に
よ
れ
ば
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
物
権
的
な
権
利
と
し
て
は
把
握
さ
れ
ず
、
契
約
は
、
肖
像
を
利
用
さ
せ
る
為
す

債
務
と
、
肖
像
権
を
一
時
的
に
行
使
し
な
い
為
さ
ざ
る
債
務
を
発
生
さ
せ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
人
格
権
一
元
構
成
に
よ
れ
ば
、
取
引

対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
、
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
の
中
に
含
ま
れ
る
。
契
約
は
、
肖
像
の
利
用
権
・
収
益
権
を
相
手
方
に
設
定
的
に
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移
転
す
る
性
質
を
持
つ
。
人
格
権
・
財
産
権
二
元
構
成
に
よ
れ
ば
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
と
は
別
個

の
権
利
と
な
る
。
二
元
論
者
の
う
ち
、
ロ
ワ
ゾ
ー
に
よ
れ
ば
、
契
約
は
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
の
利
用
権
の
譲
渡
又
は
ラ
イ
セ
ン
ス

と
な
る
。
ま
た
、
サ
ン
・
ポ
ー
に
よ
れ
ば
、
契
約
の
性
質
は
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
の
使
用
収
益
権
を
創
設
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ

れ
る
。
知
的
財
産
権
構
成
に
よ
れ
ば
、
精
神
的
権
利
と
し
て
の
肖
像
権
は
譲
渡
さ
れ
得
な
い
も
の
の
、
肖
像
の
利
用
に
つ
い
て
の
財
産
的

権
利
は
譲
渡
契
約
又
は
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
対
象
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
は
、
精
神
的
権
利
と
し
て
の
肖

像
権
と
区
別
さ
れ
た
取
扱
い
を
受
け
る
。「
有
名
性
」
権
独
立
構
成
に
よ
れ
ば
、
取
引
対
象
と
し
て
の
肖
像
権
に
相
当
す
る
も
の
は
、
人

格
権
か
ら
は
完
全
に
独
立
し
た
権
利
で
あ
る
「
有
名
性
の
権
利
」
で
あ
る
。
肖
像
の
利
用
に
つ
い
て
の
契
約
は
、
同
権
利
の
譲
渡
又
は
ラ

イ
セ
ン
ス
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
肖
像
権
の
契
約
の
対
象
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
の
構
造
把
握
及
び
、
肖
像
の
利
用
に
つ
い
て
の
契
約
の
法
的
性
質
・

効
果
の
理
解
は
学
説
毎
に
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
の
相
違
は
、
い
か
な
る
実
質
的
内
容
の
契
約
で
あ
れ
ば
有
効
か
と
い
う
判
断
に

つ
い
て
の
対
立
に
は
必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
次
の
点
は
、
契
約
の
法
的
性
質
論
・
効
果
論
の
立
場
の
違
い
を
超
え
て

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
章
の
検
討
に
お
い
て
、
人
格
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
判
断
の
指
針
と

し
て
示
さ
れ
た
、
帰
属
主
体
か
ら
当
該
権
利
の
帰
属
を
全
面
的
・
永
続
的
に
奪
う
こ
と
の
な
い
契
約
で
あ
れ
ば
有
効
と
な
る
と
い
う
考
え

方
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
契
約
の
性
質
に
つ
き
、
人
格
権
一
元
構
成
の
論
者
は
設
定
的
移
転
を
、
人
格
権
・
財
産
権

二
元
構
成
の
論
者
の
一
部
は
譲
渡
を
認
め
る
。
こ
れ
は
契
約
の
性
質
論
と
し
て
は
形
式
的
に
は
異
な
る
帰
結
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
々
の

権
利
構
造
把
握
が
異
な
る
ゆ
え
に
、
肖
像
権
の
人
格
保
護
機
能
と
し
て
の
面
を
帰
属
主
体
に
残
す
と
い
う
同
じ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

一
元
構
成
か
ら
は
設
定
的
移
転
が
導
か
れ
、
二
元
構
成
か
ら
は
財
産
的
権
利
の
み
の
譲
渡
が
導
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
に
、
一
元
構

成
の
ゼ
ナ
テ
ィ
＝
ル
ベ
は
、
相
手
方
に
あ
ら
ゆ
る
肖
像
の
公
表
・
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
二
元
構
成
の
ロ
ワ
ゾ
ー
は
、
人
格

属
性
の
利
用
権
の
譲
渡
が
決
定
的
・
撤
回
不
可
能
的
性
格
を
持
つ
こ
と
を
否
定
し
、
ま
た
、
知
的
財
産
権
構
成
の
カ
ロ
ン
は
、
肖
像
利
用
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者
に
白
紙
委
任
を
も
た
ら
す
よ
う
な
非
常
に
概
括
的
な
条
項
を
置
く
こ
と
を
認
め
な
い
。
こ
れ
ら
に
は
、
肖
像
権
の
人
格
保
護
機
能
と
し

て
の
面
を
帰
属
主
体
か
ら
全
面
的
・
永
続
的
に
奪
う
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
を
指
向
す
る
共
通
の
姿
勢
が
見
受
け
ら
れ
る
。

四
　
結
語

―
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
分
析
へ
の
示
唆

　
破
毀
院
が
人
格
権
と
し
て
の
肖
像
権
と
別
個
に
「
肖
像
の
財
産
的
権
利
」
を
承
認
し
て
い
な
い
フ
ラ
ン
ス
と
、
狭
義
の
肖
像
権
と
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
権
の
二
権
利
を
擁
す
る
日
本
で
は
、
肖
像
の
財
産
的
側
面
に
つ
い
て
の
権
利
構
造
が
異
な
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
有
名
人

の
肖
像
の
商
業
的
利
用
と
い
う
社
会
的
現
実
の
尊
重
と
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
人
格
の
保
護
の
両
立
が
課
題
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
か
ら
次
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
。
日
本
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
が
、
平
成
二
四
年
最
高
裁
判
決
が
示
す
よ
う

に
「
人
格
権
に
由
来
す
る
」
権
利
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
対
象
と
す
る
契
約
の
有
効
性
が
否
定
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
肖
像
本
人
の
人
格
の
保
護
を
全
面
的
・
永
続
的
に
奪
う
契
約
の
み
が
無
効
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
肖
像
の
利
用
を
許

可
さ
れ
た
者
が
、
肖
像
本
人
の
あ
ら
ゆ
る
肖
像
を
、
あ
ら
ゆ
る
態
様
で
、
永
久
的
に
利
用
で
き
る
と
す
る
契
約
は
、
た
と
え
当
事
者
に

よ
っ
て
「
譲
渡
」
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
利
用
許
諾
」
と
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
無
効
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

権
の
譲
渡
可
能
性
論
は
、
こ
の
よ
う
な
、
肖
像
本
人
と
肖
像
を
利
用
し
た
い
相
手
方
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
の
有
効
性
判
断
の
対
立

で
は
な
い
と
考
え
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
契
約
が
「
譲
渡
」
か
「
利
用
許
諾
」
か
と
い
う
点
や
、
契
約
に
よ
っ
て
相
手
方
が
取
得
す
る
権
利

は
何
か
と
い
う
点
を
問
う
、
契
約
の
性
質
決
定
論
・
効
果
論
の
対
立
で
あ
る
よ
う
に
思
え
）
₁₀₉
（

る
。

　
本
稿
で
は
、
肖
像
本
人
と
肖
像
の
利
用
を
許
可
さ
れ
る
者
（
相
手
方
）
と
間
で
締
結
さ
れ
る
契
約
（
第
一
契
約
）
の
有
効
性
判
断
と
法

的
性
質
を
論
じ
た
。
契
約
の
当
事
者
間
及
び
対
外
的
効
力
の
具
体
的
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
相
手
方
が
、
さ

ら
に
第
三
者
に
自
己
が
取
得
し
た
肖
像
の
利
用
権
を
譲
渡
し
た
り
、
肖
像
利
用
の
再
許
諾
を
し
た
り
す
る
と
い
う
取
引
（
第
二
契
約
）
も
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想
定
さ
れ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
取
引
局
面
の
問
題
で
あ
る
も
の
の
、
第
一
契
約
は
肖
像
本
人
が
有
す
る
人
格
権
を

取
引
対
象
と
す
る
問
題
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
契
約
は
、
第
一
契
約
の
効
果
と
し
て
相
手
方
が
取
得
し
た
権
利
を
取
引
対
象
と
す
る

問
題
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
者
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
₁
）  

知
財
高
判
平
成
二
〇
・
二
・
二
五
判
例
集
未
登
載
（
平
成
一
八
年
ネ
一
〇
〇
七
二
号
）〔
プ
ロ
野
球
選
手
事
件
・
控
訴
審
〕
の
争
点
。

（
₂
）  

東
京
高
判
平
成
一
四
・
七
・
一
七
判
時
一
八
〇
九
号
三
九
頁
〔
黒
夢
事
件
・
控
訴
審
〕
の
争
点
。

（
₃
）  

上
野
達
弘
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
を
め
ぐ
る
課
題
と
展
望
」
高
林
龍
編
『
知
的
財
産
法
制
の
再
構
築
』
一
九
四
―
一
九
五
頁
（
日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
八
年
）
な
ど
。
た
だ
し
、
中
島
基
至
「
判
解
」
最
判
解
民
事
篇
平
成
二
四
年
度
一
八
三
―
一
八
七
頁
（
二
〇
一
五
年
）
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

権
の
「
譲
渡
・
相
続
の
可
否
」
の
問
題
と
「
利
用
許
諾
契
約
の
成
否
」
の
問
題
を
分
け
て
論
じ
る
。

（
₄
）  

阿
部
浩
二
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
権
利
と
不
当
利
得
」
谷
口
知
平
＝
甲
斐
道
太
郎
編
『
新
版
注
釈
民
法
⒅
　
債
権
⑼
』
五
七
八
頁
（
有
斐
閣
、
一

九
九
一
年
）
な
ど
。

（
₅
）  

奥
邨
弘
司
「
判
批
」『
平
成
二
四
年
度
重
要
判
例
解
説
』
二
七
三
―
二
七
四
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）、
上
野
達
弘
「
人
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

権
」
吉
田
克
己
＝
片
山
直
也
編
『
財
の
多
様
化
と
民
法
学
』
四
〇
八
―
四
一
〇
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。
た
だ
し
、
本
山
雅
弘

「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
権
利
構
成
の
展
開
と
そ
の
意
味
に
関
す
る
覚
書
」
国
士
舘
四
五
号
七
八
頁
（
二
〇
一
二
年
）
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
反

対
す
る
。
ま
た
、
竹
田
稔
「
判
批
」
コ
ピ
ラ
イ
ト
六
一
四
号
一
八
頁
（
二
〇
一
二
年
）
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
が
「
人
格
権
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
体
独
立
し
た
財
産
的
価
値
を
有
す
る
意
味
に
お
い
て
、
氏
名
・
肖
像
と
い
う
人
格
か
ら
は
切
り
離
し
て
把
握
す
べ
き
」
で
あ

る
と
説
く
。

（
₆
）  

中
島
・
前
掲
注
（
₃
）
一
八
五
―
一
八
六
頁
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
「
譲
渡
・
相
続
の
可
否
」
の
問
題
と
「
利
用
許
諾
契
約
の
成
否
」
の
問

題
を
分
け
た
上
で
、
後
者
に
つ
き
、「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
の
利
用
許
諾
契
約
は
」、「
包
括
的
許
諾
や
再
許
諾
を
認
め
る
場
合
も
含
め
、
不
合
理
な

も
の
で
あ
る
と
は
い
え
」
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
は
人
格
権
に
由
来
す
る
権
利
で
あ
る
も
の
の
、「
そ
の
内
容

自
体
に
着
目
す
れ
ば
、
肖
像
等
の
商
業
的
価
値
を
抽
出
、
純
化
さ
せ
、
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
等
の
人
格
権
な
い
し
人
格
的
利
益
と
は
切
り
離

さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
利
用
許
諾
の
実
体
」
で
あ
る
「
差
止
請
求
権
、
損
害
賠
償
請
求
権
等
の
権
利
を
行
使
し
な
い
旨
の
不
行

使
特
約
」
を
し
て
も
「
上
記
人
格
権
な
い
し
人
格
的
利
益
ま
で
利
用
許
諾
の
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
説
く
。
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（
₇
）  

川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』
七
〇
―
七
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
五
年
）
は
、「
人
格
権
の
処
分
（
物
権
的
処
分
）
は
公
序
良
俗
違
反
と
し
て
民

法
九
〇
条
に
よ
り
無
効
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、「
人
格
権
の
行
使
を
制
限
す
る
債
権
的
契
約
」
に
つ
い
て
は
、
同
権
利
の
制
限
に
「
或
る
程
度
の

限
定
」
が
あ
る
場
合
に
の
み
有
効
と
解
す
る
。
た
だ
し
、
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
営
業
、
労
働
、
婚
姻
の
自
由
で
あ
り
、
肖
像
に
関
す

る
例
示
は
な
い
。
こ
の
点
、
大
村
敦
志
『
民
法
読
解
　
総
則
編
』
一
二
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、「
氏
名
権
・
肖
像
権
な
ど
は
人
格

権
の
一
部
な
の
で
、
処
分
は
不
可
能
」
と
し
つ
つ
、「
氏
名
・
肖
像
の
利
用
契
約
は
、
人
格
権
に
基
づ
く
請
求
権
を
放
棄
す
る
約
定
」
と
し
て
可

能
で
あ
る
と
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
の
比
較
法
検
討
で
あ
る
。

（
₈
）  

川
島
武
宜
＝
平
井
宜
雄
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑶
　
総
則
⑶
』
一
四
三
―
一
四
五
頁
〔
森
田
修
〕（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
₉
）  

米
村
滋
人
「
人
格
権
の
権
利
構
造
と
『
一
身
専
属
性
』（
一
）
〜
（
五
・
完
）」
法
協
一
三
三
巻
九
号
一
頁
、
一
二
号
九
八
頁
（
二
〇
一
六
年
）、

一
三
四
巻
一
号
八
〇
頁
、
二
号
一
四
一
頁
、
三
号
六
七
頁
（
二
〇
一
七
年
）
は
、
譲
渡
性
・
相
続
性
論
に
向
け
て
人
格
権
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
本
稿
で
の
人
格
権
の
検
討
は
、
契
約
の
対
象
と
し
て
の
適
格
の
有
無
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
。

（
₁₀
）  

我
妻
榮
『
新
訂
民
法
総
則
』
二
四
八
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

（
₁₁
）  

日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
資
産
理
論
の
検
討
と
し
て
、
横
山
美
夏
「
財
産

―
人
と
財
産
の
関
係
か
ら
見
た
信
託
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
九
一
号
一
六

頁
（
二
〇
〇
四
年
）、
原
恵
美
「
信
用
の
担
保
た
る
財
産
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

―
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
パ
ト
リ
モ
ワ
ー
ヌ
（patrim

oine

）

の
解
明
」
論
究
六
三
号
三
五
七
頁
（
二
〇
〇
四
年
）、
原
恵
美
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
パ
ト
リ
モ
ワ
ー
ヌ
論
の
原
型

―
オ
ー
ブ
リ
＝
ロ
ー
の
理

論
の
分
析
」
論
究
六
九
号
三
五
七
頁
（
二
〇
〇
六
年
）。
こ
れ
ら
は
、
全
て
の
人
は
一
つ
の
資
産
し
か
持
た
な
い
と
い
う
資
産
の
不
可
分
性
原
則

と
緊
張
関
係
に
あ
る
制
度
で
あ
る
、
信
託
、
財
産
管
理
、
財
産
隔
離
と
の
関
連
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
資
産
理
論
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
資
産
の
構
成
要
素
た
り
得
る
権
利
は
い
か
な
る
権
利
か
と
い
う
視
点
か
ら
同
理
論
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
に
、

片
山
直
也
「
財
産

―bien

お
よ
びpatrim

oine

」
北
村
一
郎
編
『
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
二
〇
〇
年
』
一
七
七
頁
（
二
〇
〇
六
年
）、
横
山
美
夏

「
財
産
概
念
に
つ
い
て

―
フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
の
示
唆
」
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
編
『
日
本
法
の
中
の
外
国
法

―
基
本
法
の
比
較
法
的
考

察
』
四
七
頁
（
二
〇
一
四
年
）、
瀬
川
信
久
「『
資
産
（patrim

oine
）』
理
論
は
日
本
民
法
学
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か

―
横

山
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
」
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
編
『
日
本
法
の
中
の
外
国
法

―
基
本
法
の
比
較
法
的
考
察
』
八
一
頁
（
二
〇
一
四
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
₁₂
）  Judith R

o
ch

feld, ʟｅｓ　ɡｒａｎｄｅｓ　ｎｏｔｉｏｎｓ　ｄｕ　ｄｒｏｉｔ　ｐｒｉｖé, 2
e éd., P. U. F., 2013, pp. 354 -357.

（
₁₃
）  Philippe M

alau
rie et Laurent A

yn
ès, ʟｅｓ　ｂｉｅｎｓ, 6

e éd., L. G. D. J., 2015, n
o 29, p. 30.
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（
₁₄
）  Charles Aubry et Charles Rau, Ｃｏｕｒｓ　ｄｅ　ｄｒｏｉｔ　ｃｉｖｉˡ　ｆｒａｎçａｉｓ　ｄ

’ａｐｒèｓ　ˡａ　ⅿ
éｔʰｏｄｅ　ｄｅ　Ｚａｃʰａｒｉａｅ, t. 6, 4

e éd., 1873, 

§573, p. 229.

（
₁₅
）  

一
般
的
に
は
資
産
は
積
極
財
産
と
消
極
財
産
の
双
方
を
含
む
と
さ
れ
て
い
る
（M

alau
rie et A

yn
ès, Ｓｕｐｒａ note 13, n

o 13, p. 24 ; 
R

o
ch

feld,　Ｓｕｐｒａ note 12, p. 355 ; Pierre B
erlio

z, ʟａ　ｎｏｔｉｏｎ　ｄｅ　ｂｉｅｎ, L. G. D. J., 2007, n
o 528, p. 170

）。
し
か
し
、
資
産
を
構
成
す

る
の
は
積
極
財
産
の
み
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（Alain S

eriau
x, La notion juridique de patrim

oine, ʀＴＤ
　ｃｉｖ., 1994, n

o 1,  
p. 803

）。

（
₁₆
）  M

alau
rie et A

yn
ès, Ｓｕｐｒａ note 13, n

o 12, p. 23.

（
₁₇
）  B

erlio
z,　Ｓｕｐｒａ note 15, n

o 528 -532, pp. 170 -172.

（
₁₈
）  B

erlio
z,　Ｓｕｐｒａ note 15, n

o 518 -520, pp. 166 -167.

（
₁₉
）  M

alau
rie et A

yn
ès,　Ｓｕｐｒａ note 13, n

o 30, p. 30.

（
₂₀
）  Pierre C

atala, La transform
ation du patrim

oine dans le droit civil m
oderne, ʀＴＤ

　ｃｉｖ．, 1966, n
o 27, p. 209 ; M

alau
rie et  

A
yn

ès,　Ｓｕｐｒａ note 13, n
o 30, p. 30.

（
₂₁
）  C

atala, Ｓｕｐｒａ　note 20, n
o 28, p. 210.

（
₂₂
）  M

alau
rie et A

yn
ès,　Ｓｕｐｒａ note 13, n

o 30, p. 30.

（
₂₃
）  S

eriau
x,　Ｓｕｐｒａ note 15, pp. 807 -808.

（
₂₄
）  G

régoire L
o

iseau, ʟｅ　ｎｏⅿ
︐　ｏｂʲｅｔ　ｄ

’ｕｎ　ｃｏｎｔｒａｔ, L. G. D. J., 1997, n
o 8, p. 7. 

ま
た
、Frédéric Z

en
ati, M

ise en perspective et per-
spectives de la théorie du patrim

oine, ʀＴＤ
　ｃｉｖ., 2003, pp. 675 -676

は
、
名
・
肖
像
な
ど
の
非
金
銭
的
な
利
益
の
処
分
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
挙
げ
て
、
資
産
化
可
能
性
と
処
分
不
可
能
性
の
混
同
に
反
対
す
る
。

（
₂₅
）  Philippe M

alau
rie et al., Ｄ

ｒｏｉｔ　ｄｅｓ　ｏｂˡｉɡａｔｉｏｎｓ, 8
e éd., L. G. D. J., 2016, n

o 601, p. 343 ; Alain B
én

aben
t, Ｄ

ｒｏｉｔ　ｄｅｓ　ｏｂˡｉɡａ︲
ｔｉｏｎｓ, 15

e éd., L. G. D. J., 2016, n
o 170, p. 138 ; Rém

y C
abrillac, Ｄ

ｒｏｉｔ　ｄｅｓ　ｏｂˡｉɡａｔｉｏｎｓ, 12
e éd., D

alloz, 2016, n
o 85 -88, pp. 84 -

85.

（
₂₆
）  M

alau
rie et al., Ｓｕｐｒａ note 25, n

o 601, p. 343.

（
₂₇
）  A

sso
ciatio

n H
en

ri C
apitan

t （sous la direction de G
érard C

o
rn

u
）, Ｖｏｃａｂｕˡａｉｒｅ　ʲｕｒｉｄｉｑｕｅ, 10

e éd., P. U. F., 2014, p. 173.

（
₂₈
）  Isabelle M

o
in

e, ʟｅｓ　ｃʰｏｓｅｓ　ʰｏｒｓ　ｃｏⅿ
ⅿ

ｅｒｃｅ, ｕｎｅ　ａｐｐｒｏｃʰｅ　ｄｅ　ˡａ　ｐｅｒｓｏｎｎｅ　ʰｕⅿ
ａｉｎｅ　ʲｕｒｉｄｉｑｕｅ, L. G. D. J., 1997. 

こ
れ
を
検
討
す
る

研
究
と
し
て
、
大
村
敦
志
「
二
〇
世
紀
が
民
法
に
与
え
た
影
響
（
二
）

―
人
・
物
・
契
約
を
め
ぐ
る
現
代
フ
ラ
ン
ス
民
法
学
の
研
究
動
向
」
法
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協
一
二
〇
巻
一
二
号
一
〇
六
―
一
〇
七
頁
（
二
〇
〇
三
年
）（
再
録
：『
学
術
と
し
て
の
民
法
Ⅰ
　
二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
民
法
学
か
ら
』
一
四
二
―

一
四
四
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
櫛
橋
明
香
「
人
体
の
処
分
の
法
的
枠
組
み
（
四
）」
法
協
一
三
一
巻
八
号
一
二
二
―
一
二
七
頁

（
二
〇
一
四
年
）。

（
₂₉
）  M

o
in

e, Ｓｕｐｒａ note 28, n
o 11, p. 17.

（
₃₀
）  M

o
in

e, Ｓｕｐｒａ note 28, n
o 2 -3, pp. 11 -12.

（
₃₁
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ note 24, n

o 6, p. 5 ; Corinne F
ilippo

n
e, ʟａ　ｃｏｎｔｒａｃｔｕａˡｉｓａｔｉｏｎ　ｄｅｓ　ｄｒｏｉｔｓ　ｄｅ　ˡａ　ｐｅｒｓｏｎｎａˡｉｔé, thèse, Paris, 2001, 

n
o 19, pp. 35 -36.

（
₃₂
）  B

én
aben

t, Ｓｕｐｒａ note 25, n
o 170, p. 138.

（
₃₃
）  B

én
aben

t, Ｓｕｐｒａ note 25, n
o 170, p. 139. 

同
旨
の
文
献
と
し
て
、M

o
in

e, Ｓｕｐｒａ note 28, n
o 503 -504, pp. 330 -332. 

な
お
、
こ
の
理

解
の
前
提
と
し
て
権
利
が
物
と
性
質
決
定
さ
れ
て
い
る
（M

o
in

e, Ｓｕｐｒａ note 28, n
o 472, p. 312

）。Pierre B
erlio

z, Ｄ
ｒｏｉｔ　ｄｅｓ　ｂｉｅｎｓ, El-

lipses, 2014, n
o 44, pp. 61 -62

も
、
物
概
念
に
は
有
体
物
の
み
な
ら
ず
無
体
物
も
含
ま
れ
、
権
利
で
あ
る
物
権
や
債
権
も
物
の
範
疇
に
入
る
と

す
る
。

（
₃₄
）  B

én
aben

t, Ｓｕｐｒａ note 25, n
o 170, p. 139.

（
₃₅
）  G

régoire L
o

iseau, Typologie des choses hors du com
m

erce, ʀＴＤ
　ｃｉｖ．, 2000, n

o 25, p. 63.

（
₃₆
）  ɪｂｉｄ., n

o 26, p. 63.

（
₃₇
）  Étienne-Ernest-H
ippolyte P

erreau, D
es droits de la personnalité, ʀＴＤ

　ｃｉｖ．, 1909, p. 517. 

こ
の
論
文
の
詳
細
な
検
討
と
し
て
、
石

井
智
弥
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
人
格
権
保
護
の
発
展

―
尊
重
義
務
の
生
成
（
一
）」
茨
社
五
〇
号
二
〇
―
二
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
）。

（
₃₈
）  ɪｂｉｄ., p. 518. 

こ
れ
ら
二
つ
の
例
は
、
石
井
・
前
掲
注
（
₃₇
）
に
お
い
て
、「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
に
相
当
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
評

さ
れ
て
い
る
。

（
₃₉
）  ɪｂｉｄ., p. 519.

（
₄₀
）  Roger N

erso
n, ʟｅｓ　ｄｒｏｉｔｓ　ｅｘｔｒａｐａｔｒｉⅿ

ｏｎｉａｕｘ, thèse, Paris, 1939, n
o 181, pp. 393 -394.

（
₄₁
）  ɪｂｉｄ., n

o 190, pp. 421 -422. 

人
格
権
は
い
か
な
る
合
意
に
も
な
じ
ま
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
結
論
に
お
い
て
、Pierre K

ayser, Les 
droits de la personnalité, aspests théoriques et pratiques,　ʀＴＤ

　ｃｉｖ., 1971,　n
o 37, p. 493

も
同
旨
。

（
₄₂
）  Pascal A

n
cel, ʟ

’ｉｎｄｉｓｐｏｎｉｂｉˡｉｔé　ｄｅｓ　ｄｒｏｉｔｓ　ｄｅ　ˡａ　ｐｅｒｓｏｎｎａˡｉｔé, thèse, D
ijon, 1978, n

o 196, pp. 194 -195.
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（
₄₃
）  ɪｂｉｄ., n

o 291, pp. 291 -292.

（
₄₄
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ　note 24, n

o 15, pp. 17 -18.
（
₄₅
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ　note 24, n

o 17, pp. 23 -24.
（
₄₆
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ　note 24, n

o 101, p. 98.
（
₄₇
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ　note 24, n

o 166, p. 177.

（
₄₈
）  L

o
iseau, Ｓｕｐｒａ　note 24, n

o 156, p. 172.

（
₄₉
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 21, p. 37.

（
₅₀
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 168, pp. 177 -178.

（
₅₁
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 173, pp. 179 -181.

（
₅₂
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 175, p. 182.

（
₅₃
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 178, pp. 183 -184.

（
₅₄
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 181 -182, pp. 185 -187. 

（
₅₅
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 185, pp. 188 -189.

（
₅₆
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 201, p. 199.

（
₅₇
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 230, p. 216.

（
₅₈
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 295 -297, pp. 278 -283.

（
₅₉
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 232, p. 217.

（
₆₀
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 240 -242, pp. 223 -224.

（
₆₁
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 248, pp. 226 -227.

（
₆₂
）  F

ilippo
n

e, Ｓｕｐｒａ　note 31, n
o 249, p. 228.

（
₆₃
）  

隈
元
利
佳
「
肖
像
に
対
す
る
法
的
保
護
の
財
産
権
的
側
面
の
分
析

―
フ
ラ
ン
ス
法
の
検
討
を
通
し
て
」
論
究
一
〇
九
号
二
〇
四
―
二
一
一
頁

（
二
〇
一
六
年
）。

（
₆₄
）  

後
に
本
文
中
で
紹
介
す
る
も
の
の
他
に
、Em

m
anuel G

aillard, La double nature du droit à l

’image et ses conséquences en droit 
positif français, Ｄ

. 1984. Ｃʰｒｏｎ. 162 ; D
aniel A

cq
u

aro
n

e, L

’ambiguïté du droit à l

’image, Ｄ
. 1985. Ｃʰｒｏｎ. 129 ; M

arie S
ern

a,　
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ʟ

’ｉⅿａɡｅ　ｄｅｓ　ｐｅｒｓｏｎｎｅｓ　ｐʰｙｓｉｑｕｅｓ　ｅｔ　ｄｅｓ　ｂｉｅｎｓ, Econom
ia, 1997 ; André B

ertran
d, Ｄ

ｒｏｉｔ　à　ˡａ　ｖｉｅ　ｐｒｉｖéｅ　ｅｔ　ｄｒｏｉｔ　à　ˡ

’ｉⅿａɡｅ, Litec, 
1999 

な
ど
。
概
説
書
で
は
、G

illes G
o

u
beau

x, Ｔｒａｉｔé　ｄｅ　ｄｒｏｉｔ　ｃｉｖｉˡ　：　ʟｅｓ　ｐｅｒｓｏｎｎｅｓ, L. G. D. J., 1989, n
o 315, pp. 295 -296 

が
、
肖

像
権
を
人
格
権
と
財
産
的
権
利
の
二
元
的
構
成
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
に
賛
同
し
て
い
る
。

（
₆₅
）  Trib. gr. inst. Lyon 17 déc. 1980,　Ｄ

. 1981. 202, note Raym
ond L

in
d

o
n et D

aniel A
m

so
n ; Trib. gr. inst. Aix-en Provence 1

re 
Ch. 24 nov. 1988.　Ｊ．　Ｃ．　Ｐ．　ɢ

．　1989. 21329, note Joël H
en

d
erycksen 

な
ど
。

（
₆₆
）  
二
〇
〇
八
年
破
毀
院
判
決
の
事
案
に
お
け
る
契
約
は
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル
が
、
ポ
ル
ノ
利
用
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
形
態
で
、
あ
ら
ゆ
る
技
術
的
手
段

に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
に
お
い
て
、
世
界
中
で
、
黙
示
の
更
新
が
可
能
な
一
五
年
間
の
期
間
に
お
い
て
、
肖
像
の
利
用
を
許
可
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
き
破
毀
院
は
、
与
え
ら
れ
る
許
可
の
範
囲
が
期
間
・
地
理
的
領
域
・〔
写
真
の
掲
載
〕
媒
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